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そんけい すべき ムスリム の みなさま︕ 

わたしたち の すうこう な しゅうきょう である イスラーム は、 ハラール で せいとう な ほうほう で        

しゅうにゅう を える よう めいじて います。 その ように して なされた どりょく や はたらき、 ながされた あせ

は とうとい もの と みなされ ます。 アッラー が およろこび に ならず、 ハラール と ハラーム の きょうかい 

も まもられず、 きょぎ と ぎまん、 ふせい が おこなわれる ような しごと や じぎょう は きんじられて います。 

しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 

せいかつ の あらゆる ばめん と おなじ ように、 しょくぎょう せいかつ にも りんり の きてい が あります。  

イスラーム の しょうとりひき と しょくぎょう りんり の ちゅうしん に ある のは、 こうせいさ と せいじつさ、   

ハラール と ハラーム の にんしき、 そして きんべんさ と ろうどう の そんちょう です。 これ には にんげん の

そんげん と こうてき な けんり の ほご が ひつよう に なります。 せいめい の あんぜん を きけん に    

さらす こと は ありません。 

しょくば を へいわ な かんきょう に する こと が、 じょうし や こようぬし の つとめ です。 アッラー の しと

（かれ の うえ に しゅくふく と へいあん あれ）が、 「 عَرَقھُُ   یجَِفَّ   أنَْ   قَبْلَ   أجَْرَهُ   الأجَِیرَ   أعَْطُوا  はたらいた もの  

には、 その あせ が かわく まえ に たいか を しはらい なさい」1 と めいじる とおり、 なされた しごと  

の ちんぎん は ぜんがく を しはらわなくては なりません。 

しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 

いのち を いかす げんそく を おおく ゆうする イスラーム という しゅうきょう を、 わたしたち の しょくぎょう  

せいかつ の なか にも ぜんめんてき に うけいれ ましょう。 せいじつさ を もって しごと や とりひき を    

おこない、 ハラール な りえき を もとめて どりょく しましょう。 みずから の ろうどう と ハラール な        

しゅうにゅう を とおして、 わたしたち の じんせい に しゅくふく と へいあん を まねきいれ ましょう。 アッラー

（スブハーナ ワ タアーラー）の およろこび を もとめ、 しょうとりひき と しょくぎょう せいかつ に おける    

りんり を まもる ひと には、 ハラール な しゅうにゅう と しゅ（スブハーナ ワ タアーラー）の ごしょうにん が

ある だろう こと を わすれない ように しましょう。 

ほんじつ の きんようれいはい の ホトバ を、 つぎ の しょうく を もって おわり ます。 

「にんげん は、 ただ じぶん が どりょく した こと だけ を える。 その どりょく は、 いずれ [ほんにん 

に] みえて くる だろう。 その のち、 じゅうぶん な ほうしゅう を もって むくいられる だろう。」2 

 
1 Ibn Majah, Ruhun, 4. 
2 Najm, 53/39-41. 


